


















































































































































下 記 の 通 り で あ る 。
第一章「『令知会雑誌』とその課題」を著した近藤は「天皇制国家と











な か で の 仏 教 結 社 の 担 う 役 割 考 察 を 本 論 の 目 的 と し て い る 。
令知会設立




比 し て 、
それに十分に応えきれていない仏教界の後進性への危機感にあ
った。すなわちその射程は雑誌メディアの著しい発達のなかで仏教側のプ レ ゼ ン ス を い か に 発 揮 す る か に あ っ た と し て い る 。 当 初 の 同 会 参 加 者は 島 地 の ほ か に 、
東西本願寺の僧侶を中心として吉谷覚寿、
大 内 青 轡 、
寺田福寿、
井上円了、
南 條 文 雄 等 な ど の 鉾 々 た る メ ン バ ー が 名 を 連 ね て
いた。しかし組織の肥大化とともに種々の運営上の障害が
令 知 会 に 生 じ 、
特に東京の本願寺派僧侶が中心となった勝友会との接近は大谷派僧侶の離脱を招き、












を 重 視 し た 点 で は 、
後の新仏教運動へと架橋する役割を有している。そ




述の『反省会雑誌』に関する一連の研究について業績のある専門家である 。 中 川 は 福 嶋 寛 隆 の 「
明 治 仏 教 は 、
そ の 出 発 点 に 於 い て 廃 仏 毀 釈 を 経
験 し 、








































ョ」という言葉に集約されているという(3)。かかる過程において『令知 会 雑 誌 』 で は 、
仏教を厭世教とする批判を払拭すべく様々な論説が試
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(4)中西他編『 令 知 会 と 明 治 仏 教 』 、












九年）などを参照の こ と 。
（東北大学大学院国際文化研究科博士課程前期）
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